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「自分の未来を切り拓け！」

　８月２９日（木）に白河文化交流館コミネスにおい
て、東西しらかわ中学校音楽祭（合唱）が開催され、

本校からは、特設合唱部が参加しました。課題曲『僕

らはいきものだから』、自由曲『混声三部合唱組曲「風

の夏」より「夏」』を熱唱し、美しいハーモニーを響
かせ、見事に優秀賞を獲得し、県大会出場が決定しま

した。県大会は９月１０日（火）に福島市のふくしん 　　　　　　　　　　　　　　　　和知　萌恵さん 
夢の音楽堂で行われます。県大会に向けてさらに練習 　１週間という短い時間ではありましたが、母校で
に励んでまいります。 ある東北中学校にインターンシップすることができ

て、とても嬉しかったです。また、さまざまな体験
をさせていただいたおかげで、とても良い貴重な経
験を積むことができました。この１週間で、今まで
よりもさらに中学校の保健体育の教員になりたいと
思う気持ちが強くなったので、今後はインターンシ
ップを通じて気づいたこと、学んだことに対しての
理解を深めたり、大学の講義でたくさんのことを学
んだりして、数年後に控えた教員採用試験突破に向
けて勉強も頑張っていきたいと思います。東北中の
先生方はみんな優しく、
生徒の皆さんは気軽に
声を掛けてくれて、と
ても毎日が充実してて
楽しかった１週間でし
た。本当にありがとう

 ございました。

　東西しらかわ中学校英語弁論大会が８月２８日(水)
に矢吹町文化センターにおいて、行われました。本校  
からは、暗唱の部に２年生の笹川博雅さん、創作の部  
に２年生の星優奈さんが出場しました。２人とも表情  
豊かに身振り手振りを加え、素晴らしいスピーチを披 　私が１学期に感じたことは、大きく分けて２つです。 
露し、笹川さんが見事５位入賞を果たしました。夏休 　１つ目は、「以前の自分より受験のことを考える頻度

み返上での練習、ご苦労様でした。  が多くなった」と感じたことです。それは、周りの人

たちが勉強している姿を見たり、先生の口から出てく
る言葉の中に「受験」という単語が出てきていたりし

ていたからだと思います。 
　２つ目は、「時間の進み方が２年生や１年生のときよ
りも早いな」と感じたことです。 
それほど毎日が充実しているともいえますが、私にと

っては「もっと上手に時間を使えたのではないか」と
思いました。３年生になって内申点も意識し始め、定

期テストの勉強だけではなく単元テストの勉強を少し

はするようになりました。ですが、自分よりも点数が

高い人は、自分の何倍も勉強していると思うと、「時間
　道徳教育推進校『ゲストティーチャーによる講演』 を上手に使えていないな」と思いました。これは単元

の授業を９月２日（月）に、フリーアナウンサーの大 テストだけではなく定期テストにも言えることなので、

和田新さんをお迎えして行いました。『「伝えることの 意識して勉強に取り組んでいきたいと思います。 
大切さ伝わることのすばらしさ」～東日本大地震を教 　この１学期に感じたことから、２学期の抱負を立て

訓に～』をテーマに「いのち」について、考える素晴 ました。「受験のために勉強時間を確保すること」です。

らしい機会となりました。地域の方々にも参加してい 私の１学期の１日の生活を見直して少しでも勉強時間

ただき、有意義な時間を過ごすことができました。 を確保できいるように２学期は頑張りたいです。

１学期に感じたことと２学期の抱負

３年２組 清野 雄月さん

支部中学校英語弁論大会 

ゲストティーチャーによる講演
 

インターンシップを終えて 


